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はじめに

トラック輸送産業はわが国の物流を支える重要な産業である｡ トラック輸送産業で使用され

ている営業用トラックは, わが国全体の貨物輸送量のトンベースで��％, そしてトンキロベー

スで��％を輸送している｡ 今日の国内貨物輸送の半分以上をトラック輸送産業が担っている

のであり, 物流における貨物輸送の主役がトラック輸送産業といえる｡

ところで, わが国の企業は経済のグローバル化のなかで厳しい国際競争に立たされている｡

それは海外に進出している企業だけでなく, 国内にとどまっている企業においても厳しい諸外

国の企業と国際競争に直面している｡ こうした状況で期待されるのが物流コスト削減である｡

物流のなかで特にウエイトの大きい輸送を効率化してそのコスト削減を実現できれば, 一般企

業の国際競争力にも貢献することができる｡

このような役割を期待されているのが, わが国の物流の主役であるトラック輸送産業である

ことはいうまでもない｡ しかしながら, 現実のトラック輸送産業は輸送の効率化を実現するう

えでさまざまな課題を抱えており, 現実には多くの局面でトラックの非効率な輸送が行われて

いる｡

そこで本論文は, わが国の物流を支えるトラック輸送産業が抱える輸送の効率化の問題を対

象として分析を行う｡ 特にここでは, トラック輸送における効率性の阻害要因として, 荷主企

業の要請に基づく多頻度小口化の進展と, それに起因して荷主企業がトラック運送業者に求め
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る多頻度配送, 時間指定, さらには長時間の待機など固有の慣行に焦点を当てる｡ このために

最近実施されたトラック運送業者に対する実態調査を利用して, まずこうしたトラック輸送に

おける効率化を阻害しているトラック輸送の実態を明らかにしたうえで, これらを改善するた

めにトラック運送業者が取り組む輸送効率化の方向性を検討する｡

�. トラック輸送における非効率性の温床

(�) トラック運送業者の脆弱性

まず分析の対象となるトラック輸送産業の産業構造の特徴を把握しておこう｡ 特有の産業構

造を理解することによって, トラック輸送における非効率性の実態の前提条件が明らかになる｡

トラック輸送産業では����年の規制緩和以降新規参入が相次ぎ, 事業者数が大幅に増加し

た｡ 規制緩和が開始された����年にトラック運送業者数は�万��事業者であったが, その後

事業者数は右肩上がりで増加し直近の����年には�万����事業者まで増加している｡ ��年

弱のあいだに�万事業者以上も増加したのである｡ しかも, この間に零細事業者が著しく増加

している｡ トラックの保有台数が��両以下の零細事業者の割合は����年に��	�％であったが,

����年には
�	
％に増加している｡ この間に零細事業者が��ポイントも増えているのである�)｡

つまりトラック輸送産業では規制緩和後に主に零細事業者が続々と新規参入を果たしたのであ

る｡ この間に ｢失われた��年代｣ と形容さるように深刻な不況を経験し全体的に貨物輸送需

要は低迷を続けたのであり, その結果として新規参入が継続したトラック輸送市場では供給過

剰の状態となった｡ このため運賃が低下してトラック運送業者の過当競争が繰り広げられてき

たのである｡

トラック輸送産業の零細性に関連して二つの特徴を指摘することができる｡ 第�に, 顧客で

ある荷主企業がトラック運送業者との取引関係において優位性をもっており, これに対してト

ラック運送業者は荷主に対して交渉力が乏しく, その結果として相対的に厳しい条件のもとで

輸送業務を引き受けざるをえない｡ 運賃交渉においてイニシアティブ握る荷主企業であり, 物

流コストを削減するためにトラック運送業者を競わせて低い運賃を実現する, 過当競争にある

トラック運送業者は結果的に採算性の低い運賃や, 時には赤字になるような運賃水準で輸送す

ることを余儀なくされる｡ また輸送条件でも不当に長時間待たされたり, 無理な到着時間を設
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�) 以上の数値は国土交通省自動車交通局貨物課の資料による｡ なお事業者数で見ると, 直近の����年
は前年度�万����事業者に対して規制緩和後初の減少を見せている｡ 現在の厳しい経済状況のもとで
新規参入が鈍化しさらに市場からの撤退が増加した結果, 事業者数は減少している｡



定されたりして, 安全性を脅かすような運行条件で輸送しなければならない場合も少なくない｡

こうしてトラック運送業は対荷主企業に対して不利な立場に置かれている｡

トラック運送業の零細性に関連してもう一つの特徴は, トラック運送業者の下請け化の進行

である｡ 規制緩和によって最低車両台数が�台に設定されるようになると, トラックを�台し

かもたない零細事業者が急増したが, 彼らにとって貨物を所有している荷主企業と直接交渉を

して貨物を獲得することはきわめて難しい｡ 荷主企業は信頼性に乏しい零細な事業者に貨物輸

送を委託するのを嫌い, より事業規模の大きいトラック運送業者へ委託する傾向が強いからで

ある｡ このため, 零細なトラック運送業者は荷主を獲得している規模の大きなトラック運送業

者へ貨物を運ばせてもらうよう依頼することになる｡ こうして実際のトラック輸送では下請け

が広範囲に行われることになる｡ しかも, 最近の特徴はこの下請けによる階層化がさらに深化

している｡ 下請けされた貨物輸送がさらに下請け化されて何重もの下請け関係が形成されてい

る�)｡ 下請けの重層化のために実際に運ぶトラック運送業者の運賃は, あいだに入る事業者の

手数料が引かれるために極めて低い水準にならざるを得ないのである｡

(�) 取引条件と物流の慣行

トラック運送業者と荷主企業との関係は, トラックの輸送サービスの売り手と買い手の関係

である｡ 通常買い手は売り手に対して強い立場にあるが, トラック輸送の場合先に見たような

零細事業者が多いために, こうした売り手と買い手の関係はさらに売り手有利になる｡ こうし

た関係が輸送の実態を規定することになるが, さらに重要なものがトラック運送業者の顧客で

ある荷主企業とその取引相手の顧客企業との関係である｡ これは財である商品の買い手と売り

手の関係にあり, ここでもまた買い手が売り手に対して優位な状態が形成されている｡

それに加えてわが国の場合に, 特有の取引条件が大きな意味をもっている｡ すなわち, わが

国の商慣行では, 売り手は自らの責任で買い手が指定する納品先まで輸送し, さらに買い手が

売り手に支払う価格にはそのための輸送コストが暗黙のうちに含まれている｡ このため, 買い

手は商品の輸送に直接関与する必要がなく, 売り手が一方的に納品の責任を負うので, 取引関

係で強い立場にある買い手は納品の条件に関して売り手にさまざまな条件を要求することにな

る｡

こうした関係を前提にして, 買い手と売り手とあいだに特有の物流に関する取引条件が形成
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�) 下請け関係は, �次下請けに次いで, �次下請けが孫請け, �次下請けが曽孫受けと呼ばれるが, 最

近では最も多いときで�次下請けまで行われていたといわれている｡



されてきた｡ 買い手は購入する商品の在庫を多く持ちたくないために, 一度に大量に発注する

従来の方法を改めて, 必要な分だけをこまめに発注するやり方に変更した｡ この結果, 買い手

は元来の強い立場と納品に自己負担が発生しないために, 自己都合を最優させて少量ずつを何

度も運ばせるように売り手に要求するようになった｡ これが ｢多頻度小口化｣ である｡ 自ら在

庫を持ちたくないという買い手の都合が最優先されて, その結果物流は毎日配送や一日に複数

回の輸送などの ｢多頻度配送｣ が一般に行われるようになった｡

さらには, 買い手は在庫を持っていないために決められた時間に商品を確実に納入できなけ

れば, 工場では生産がストップしたり, 小売店舗では販売する商品が陳列できなくなったりし

て最悪の事態を招くことになる｡ このために, 納入の確実性を担保するために ｢時間指定｣ と

いう条件が設定されることになる｡ 買い手の都合に合わせて指定した時間に確実に配送するこ

とが要求さる｡ 同じように在庫を持たないから, 何らかのイレギュラーな事態が発生したとき

には, それをカバーするために ｢緊急配送｣ が求められるようになった｡

このように多頻度小口化の進展によって輸送の現場では, 多頻度配送, 時間指定, 緊急配送

などが一般に広く行われるようになったのである｡ 取引関係で立場の強い買い手は売り手に対

してこれらを要求し, 納品に責任のある売り手はこうした条件を受け入れて実際に輸送を担当

するトラック運送業者に対して厳密に履行するように求めたのである｡ そして立場の弱いトラッ

ク運送業者はこうした直接の顧客である荷主企業の要求に対応していかざるをえないのである｡

しかしながら, こうしたわが国における企業間の取引条件と, それに基づいて形成されてきた

特有の物流における慣行は, 実際のトラック輸送に非常に大きな影響を与えたている｡ すなわ

ち, 物流の多頻度小口化に基づく多頻度配送, 時間指定, 緊急配送などは, 結果的に非効率な

トラック輸送をもたらしており, それは現代の物流における輸送の大きな問題のとして存在し

ているのである｡

�. 非効率なトラック輸送実態

トラック輸送における非効率性と多頻度小口化に起因する輸送の実態についてその実態を明

らかにしてみよう｡ ここでは最近行われたトラック運送業者に対する実態調査を利用して, 実

際のトラック輸送の現状を分析してみる�)｡
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�) これは社団法人全日本トラック協会が実施した ｢トラック運送事業者のソフト面での環境対策実践
に関する調査｣ であり, ����年度と����年度の�カ年にわたって調査が実施された｡ この調査の報
告書は, 財団法人全日本トラック協会 (�����) および同 (����) である｡ この調査の主たる目的はト



(�) 多頻度配送の実態

この実態調査では, トラック運送業者に対する広範囲なアンケート調査が実施された�)｡ ま

ずこの調査で効率的な輸送のために積載率の向上に努めているかをトラック運送業者に聞いて

いる｡ これに対する事業者側の答えは, 図�に示されるように ｢ほとんどの輸送で実行してい

る｣ と答えたものが����％であり, 残りの�分の�のトラック運送業者は程度が異なるもの

の積載率の向上の取り組みが部分的かあるいは全くなされていないと回答した｡ とりわけ,

｢工夫したいが実行していない｣ 事業者が����％, さらに ｢やり方がわからない｣ 事業者が���

％となっており, 全く実施していない事業者が実施している事業者の割合を上回っている｡ こ

のようにトラック運送業者にとって必要不可欠な積載率の向上が難しい実態が明らかになって

いる｡

それではトラックの積載率を向上することができない理由は何であろうか｡ それに対する回

答が図�に示されている｡ これによると, 最も多い要因は ｢荷主の在庫圧縮に対応した多頻度

輸送要請｣ であった｡ その他に ｢商品の鮮度確保, 販売機会損失回避のための多頻度輸送要請｣

も�番目に多い理由となっている｡ このことからわかるように, トラックの積載率向上を阻害

している大きな要因として, 多頻度配送が大きく影響していることが明らかになっている｡
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ラック運送業者の環境問題対応であるが, そのなかでトラック輸送の非効率性に関連した実態調査が
含まれており, 本テーマの実態把握に利用することができる｡ なお筆者はこの調査委員会の委員とし
て参加した｡

�) このアンケート調査では, ����のトラック運送業者 (特別積み合わせを除く一般貨物運送事業者)
に調査票を郵送し, ���	件の回答 (回答率�	�
％)を得ている｡ 財団法人 全日本トラック協会 (�

�
�), �	頁｡



多頻度配送に関連して興味深い点は, 同一配送先への配送回数である｡ この調査では ｢同じ

施設・店舗等に�日複数回輸送している｣ と回答した事業者は全体の����％になっており,

そのなかで一日の配送の程度をみると (図�参照), 同一配送先への一日の配送回数�回が

����％, �回以上が����％を占めていた｡ いかに同一配送先に多頻度で配送されているかが示

されている｡

なぜこのような同一配送先への多頻度配送が多いのか, その理由が図�に示されている｡ こ

れによると, ｢製造工程との関係｣ が最も多い｡ いわゆるメーカーにけるジャストインタイム

輸送が行われているためである｡ その他に, ｢短期間納品, リードタイムの短縮｣, ｢在庫圧縮

の要請｣, ｢緊急出荷への対応｣ の指摘が多いことがわかる｡ これらは, 先に述べたように着荷

主が在庫を持たない多頻度小口の物流を要求するなかで必然的に出てくるものである｡ つまり
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着荷主の都合が最優先されて一日に複数回の多頻度配送が行われている実態が明らかになって

いる�)｡

(�) 待ち時間の恒常化

多頻度配送とは別にトラック輸送の効率性を阻害していると考えられるのが, 待ち時間の恒

常化である｡ こうした実態も先の調査によって明らかにされている｡ 図�には集荷や配送で最

も待たされる待ち時間が示されている｡ �時間以上が全体の�分の�を占めている｡ さらに図

�に示されているように, 毎日決まった時間に長時間待たされると答えた企業がやはり�分の

�弱いることが明らかになる｡ こうして, トラックが恒常的に比較的長時間待たされる実態が

明らかになる｡

なぜ長時間待たされるのか, その理由が図�に示されている｡ これによると ｢出荷・荷受け

作業の効率の悪さ｣ が最も多く, ｢施設のバース・スペースの不足｣, ｢発注時期の集中が｣ 続

いている｡ 荷主企業から出荷時間に合わせてトラックを到着させても, さらには着の荷主企業

の時間指定に合わせて納品場所に到着しても, 相手先の都合によって比較的長時間待たされて
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�) この調査では同時に荷主企業へのアンケート調査も実施している｡ ���の荷主企業にアンケート調
査票を郵送して���件の回答を得た (回答率��	�％)｡ この荷主企業のアンケート調査で荷主企業自身
も多頻度配送を認めている｡ 同一配送先への複数輸送の実施を聞いたところ, ｢依頼していない｣ 答え
た荷主企業は��	�％であり, 残り�分の�の荷主企業は程度の差はあるが多頻度配送を要請している
ことを明らかにしている｡ 同一配送先への複数回配送を依頼する理由であるが, ｢顧客 (荷受人) の生
産状況や販売状況に対応して, 顧客から要請されているため｣ が��	�％に達しており, 荷主企業の顧
客の要請によるものである｡ 財団法人全日本トラック協会 (�

��), ������頁｡
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いる実態が明らかになる｡

こうした待ち時間はいうまでもなく何もサービスを生産しておらず, それがなければトラッ

クは貨物を積載して走行して効率的な運行ができたはずである｡ したがって, こうした待ち時

間の恒常化は, 前に明らかになった多頻度配送と同じようにトラック運送業者の輸送効率を阻

害しているのである｡

�. トラック輸送効率化の必要性

実際のトラック輸送では輸送効率を高める方法として積載率の向上が必要である｡ しかしな

がら, 荷主企業とその顧客との取引条件によって物流の多頻度小口化が進展し, 多頻度配送の

要請, 時間指定, 緊急配送などが強くトラック運送業者に求められており, これらがトラック

の積載率の向上を阻害している｡ さらには, 発の荷主企業での待機時間および着の荷主企業で

の待機時間が恒常的に発生しており, これのトラックの効率的な運行を阻害している｡

現状におけるトラック輸送では一定の仕組みができあがっており, トラック輸送の非効率性

はこうした仕組みのなかで固定化される傾向が強い｡ それは単にトラック運送業者と顧客であ

る荷主企業との関係だけでなく, 荷主企業とその取引先の顧客企業とのあいだの取引関係のな

かで比較的長期にわたって形成されてきたものである｡ それはいわば強固な岩盤のようにトラッ

ク運送業者の前にそびえ立っており, こうしたなかでトラック運送業者は非効率なトラック輸

送を続けてきたのである｡

しかし, このようなトラック輸送の非効率を温存させる物流の慣行を改めていくとの意義は

ますます大きくなっている｡ こうした物流の慣行を改善することは, トラック運送業者の事業

の発展, さらにはトラック輸送産業全体の発展にとって極めて重要になる｡ その理由として次

のような点を指摘することができる｡

第�に, トラック運送業者は現在置かれている経営環境のなかから, こうした取引条件や物

流の慣行を改善する必要性に迫られている｡ 先に述べたように, トラック運送業者は規制緩和

後の新規参入による過当競争状態のなかで低い収益性を余儀なくされてきた｡ 荷主企業はトラッ

ク運送業者との取引関係において強い立場にあり, 物流コスト削減のために運賃をできるだけ

低くしようと業者間で競わせ, 運賃水準そのものを下げる努力をしてきた｡ またトラック運送

業界特有の下請け関係の多層化が深化して実際に運ぶトラック運送業者の実質運賃は大きく目

減りした｡ こうした運賃の低水準のなかで収益性を確保する一つの手段が, 実際のトラック輸

送で効率性を高め運行コストの削減を実現し収益性を確保することである｡ そのためには輸送

物流における輸送効率改善の方向性
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効率の向上を阻害する取引条件や物流の慣行を改善することが必要不可欠になっている｡

第�に, 環境問題対応においても取引条件や物流の慣行を改善することが重要になっている｡

周知のように, 地球温暖化は極めて深刻な事態を招いており, 原因物質である���(二酸化炭

素) の排出量削減が緊急の課題となっている｡ 物流分野でも特に���排出量の多いトラック

輸送はその削減が強く求められている｡ そのために, 例えば電気自動車, 天然ガス自動車, ハ

イブリッド車などの���排出量の低い低公害車の導入が進められている｡ これと同時に���

排出量を削減する重要な方策は, トラックの輸送効率を向上させることである｡ 同じ貨物量を

輸送するのに輸送効率を高めればより少ないトラックの運行で可能になり, それだけ���の

排出量が削減される｡ こうした輸送効率の向上は共同輸送の推進などが考えられるが, より重

要なことが従来の取引条件や物流の慣行の見直しである｡ このため, 取引条件や物流の慣行を

見直してトラックの輸送効率を向上させていくことは, 直面する深刻な地球温暖化の対応策と

して大きな意味をもっている｡

第�に, 輸送の安全性の確保との関係である｡ トラック輸送における負の側面として営業用

トラックによる交通事故の発生がある｡ 最近では営業用トラックによる死亡事故は減少傾向に

あるものの, 依然として営業用トラックの交通事故の発生が大きな社会問題として存在してい

る｡ 営業用トラックによる交通事故の発生はさまざま要素が影響しているが, 一つの大きな要

因として物流現場における待機時間が密接に関係している｡ 物流現場で当たり前のように行わ

れている待機によって, それを含めた長時間労働となりそれが過労運転にもつながる｡ さらに,

いかに発の荷主企業の現場で待たされようとも, 着の荷主企業では時間指定が厳しく設定され

ており, 時間指定に間に合わない場合には取引停止など厳しいペナルティが課せられる｡ この

ために, 待機によって発時間が遅れれば, 運転するドライバーは時間指定に間に合わせるよう

に心理的なプレッシャーが強くなる｡ このために運行スピードを出しすぎたり無理な運転をし

たりすることにつながり, これがトラックによる交通事故の発生にも関係してくる｡ したがっ

て, こうした待機時間の緩和や時間指定の解除は, トラック輸送の安全性に貢献することが期

待されるのである｡

�. 物流の慣行の改善に対する取り組み

以上のように輸送の効率化をもたらす取引条件や物流の慣行の改善は, 現代のわが国のトラッ

ク輸送が直面している重要な課題と密接に結びついており, このためこれらを実行することに

よってトラック運送業者の経営およびトラック輸送産業の健全な発展に結びつくものと期待さ
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れている｡

とはいえ現実的には, 先に見たように顧客である荷主企業との関係, さらにその荷主企業と

買い手である企業との関係が重層的に重なりいわば固い岩盤が形成されており, これらを改善

しようとするトラック運送業者は非常に大きな困難に直面していることもまた明らかである｡

しかし, 全体的にはまだわずかであるがトラック運送業者による果敢な取組がなされている｡

先のトラック運送業者に対する実態調査では, 取引条件や物流の慣行を改善したトラック運送

業の事例がヒアリング調査によって明らかにされている｡ そこでこの調査結果にも基づいてト

ラック運送業者の取り組み事例を明らかにしてみよう�)｡

(�) 改善事例

① 多頻度配送の見直し

最初に取り上げるのが食品メーカーの物流を担うトラック運送業者の事例である｡ 発荷主の

物流センターから着荷主である小売業の物流センターや店舗への配送は週�回行われていた｡

毎日配送ではないが典型的な多頻度配送である｡ しかし, こうした多頻度配送では�台あたり

の積載率が悪く, こうした輸送効率の悪化によって結果としてトラック運送業者は赤字経営を

余儀なくされた｡

こうした状況を打開するべくトラック運送業者は新たな取り組みを行った｡ 現行の多頻度配

送によって非効率な輸送が行われているのかを具体的なデータを作成した｡ 現状におけるトラッ

クごとの積載率と収益性のデータを作成したのである｡ そしてさらに多頻度配送を改めた場合

の積載率と収益性が改善するシミュレーションを作成して, 顧客である発の荷主企業に提案し

たのである｡

これに基づいて直接の顧客である発の荷主企業から着の荷主企業へ多頻度配送改善に向けた

交渉が行われることになった｡ この交渉によって着の荷主企業がトラック運送業の提案を受け

入れて, 従来の週�回配送から週�回配送へと変更されたのである｡ これによって, 改善を提

案したトラック運送業者はトラックの積載率が向上して収益性も改善したのである�)｡

② 時間指定の見直し

時間指定の見直しの契機は, 荷主企業からトラック運送業者に対する配送コスト削減要求で

あった｡ 物流コスト削減に取り組む荷主企業は, そのために配送を担当しているトラック運送

物流における輸送効率改善の方向性
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�) この調査結果は, 先に示した財団法人全日本トラック協会の�年度目の調査結果の報告書で明らか
にされている｡ 財団法人全日本トラック協会 (����)｡

�) 財団法人全日本トラック協会 (����), �	��頁｡



業者に配送コストを削減する新たな方法を提案するよう求めたのである｡ 実際の配送業務では,

着の荷主企業先で時間指定が設定されていたために, 結果的に積載率の低いトラックを多く配

車しなければならず, これによって非効率な輸送が行われていた｡

そこでトラック運送業者は着荷主の時間指定を改めることによって配送効率を高めて配送コ

ストを削減する方策を提案した｡ トラック運送業者は実際のデータに基づいて納品時間を変更

した場合のトラックの積載率やその他の改善効果を測定したデータを作成し, 顧客の荷主企業

に提示した｡

顧客の荷主企業はこのデータに基づいて着の荷主企業と, 現状の納品時間の妥当性や納品時

間変更の可能性について交渉を行った｡ こうした交渉の結果, 本来的に必要でない納品時間が

調整されて新しい時間に変更された｡ 時間指定の見直しによってトラックの積載率が向上する

とともに配送に使われるトラック台数も削減できることになり, 輸送効率の改善によって目標

にした配送コストの削減が実現された�)｡

③ 待機時間の改善

トラック運送業者は発の荷主企業の物流センターで配送貨物をトラックに積載するまで長時

間の待機を余儀なくされていた｡ 長時間の待機は発の荷主企業の物流センター内作業の都合に

よって発生して, これによりトラックドライバーの残業時間が増えたり, 待機中のアイドリン

グによって燃料消費が増え, トラック運送業者にとってはトラックの運行コストの増加を招い

ていた｡

こうした状況に対してトラック運送業者は, 運賃改訂時に一定の時間を超えた待機時間に対

して運賃とは別に待機時間の料金を新に設定することを提案した｡ 荷主企業側の非合理な活動

によって生じる非効率な待機時間に対して, 発生するコストを荷主側に負担してもらうことに

したのである｡ 結果的にこの提案を荷主企業が承諾した｡ そして荷主企業側にも待機時間を削

減するインセンティブが与えられるようになったのである�)｡

(�) 考察

以上のように, レアケースであるがトラック運送業者が取引条件物流の慣行を改善して輸送

効率を上昇させる事例をみてきた｡ 少ない事例であるが, そこにはこれを実現するためのポイ

ントが存在していることが明らかになっている｡ そのポイントとは以下の事柄である｡
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第�に, 本来的に荷主企業とトラック運送業者とのあいだの信頼関係の構築が必要不可欠で

ある｡ いわゆるパートナーシップと呼ばれる取引上の良好な関係の形成である｡ 現実の非効率

な輸送を改善するには, 相互の信頼関係がなければ実現できない｡ 顧客である荷主が自らの利

益を最優先してトラック運送業者に負担を一方的に押しつけたり, 逆にトラック運送業者が荷

主の改善要求に真剣に対応していない状態では, 現状の非効率性を改善することは不可能であ

る｡ トラック運送業者としては, 顧客である荷主企業との物流効率化の向けた取り組みの信頼

関係を構築することが必要不可欠である｡ そのための前提は物流効率化を要望する荷主企業に

着実に対応できる能力を備えていることが必要不可欠だが, それを前提としてパートナーシッ

プが構築できれば, 顧客である発荷主はその顧客である着の荷主企業との取引条件や物流の慣

行の改善交渉にも積極的に対応してくれるようになる｡ こうして輸送効率化に向けた状況の打

開が可能となる｡

第�に, 発の荷主企業および着の荷主企業に対する説得材料として客観的なデータの作成が

必要不可欠となる｡ 実際に多くのトラック運送業者は, 配送に関して詳細なデータを把握して

おらず, いわゆる ｢どんぶり勘定｣ で儲かるか儲からないかの収益性だけしかみていない｡ ト

ラック運送業の経営において計数管理が苦手な経営者が多いからである｡ こうした ｢どんぶり

勘定｣ での交渉は説得力に欠ける｡ 常日頃しっかりとした計数管理を行い, 現行のトラック輸

送に関する詳細なデータを把握したうえで, 新たな条件のもとでの積載率や収益性などのシミュ

レーションを行うことが必要である｡ これによって直接の顧客である発の荷主企業や顧客の顧

客である着の荷主企業との交渉でも, 取引条件や物流の慣行の改善の必要性に関して説得力を

高めることが可能となる｡

第�に, 単に配送効率の向上や収益性の改善といった指標を提示するのではなく, これらに

加えて取引条件の改善の結果, どの程度の���排出量が削減され環境負荷が低減されるかの

説明も重要となっている｡ 地球温暖化の進行と環境問題への対応の必要性から荷主企業でも自

社の物流で環境負荷をいかに削減できるのかの関心が高まっており, これに対応して輸送の効

率性を高めて���排出量を削減する客観的な数値で示すことでより説得力が高いものとなる｡

以上のように, トラック運送業者が輸送の非効率性を改善していくための�つのポイント明

らかにした｡ 先に述べたように取引条件と物流の慣行の見直しによる輸送効率の改善は, 本来

的に立場の弱いトラック運送業者にとって非常に困難な行動である｡ こうした取り組みも全体

から見ればごく少数であるが, 今後のトラック運送業者の経営の拡大, さらにはトラック輸送

産業の発展にとっては必要不可欠となる｡

物流における輸送効率改善の方向性
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まとめ

トラック輸送産業はわが国の物流を支える重要な役割を演じているが, トラック輸送の効率

性を向上させるうえで困難な諸課題に直面してきた｡ 荷主企業の取引条件や物流の慣行で, 多

頻度配送, 時間指定, 緊急出荷, 待機時間などが広く行われており, これらはトラックの輸送

効率の向上を阻害する大きな原因となっていた｡ こうしたことを改善することは, 過当競争下

で収益性を確保するうえで重要なだけでなく, 環境問題対応やトラック輸送の安全性を確保す

るうえでも必要不可欠となっている｡ 現実的にこうした取り組みは, 単に荷主企業だけではな

く, その顧客の企業との関係も含むために, トラック運送業者にとっては非常に多くの困難が

伴う｡ しかしながら, 一部のトラック運送業者は積極的にこの課題に取り組んでおり具体的な

成果をあげている｡ その際に重要な点は, 荷主企業とのパートナーシップの確立, 客観的なデー

タの作成とそれによる説得, さらに ���排出量削減により環境問題軽減の貢献を明確にする

ことである｡ こうした取り組みを重ねていくことが現代のトラック運送業者に必要な重要な課

題となっている｡
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